
図書館の本を持っている人は 

３日までに返却してください。 

※春休みの貸出しはありません。 

※４月の開館は図書館だより（４月号）でお知らせします。 

  

京都市立高野中学校 
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図書館だより 

「みなさんこんにちは。突然ですけど、みなさんはプリンス・エドワード島をご存

じでして？あの人気作品『赤毛のアン』の舞台になっているカナダの島でしてよ。

想像を膨らますのにこれほど素晴らしい場所はほかにないわ。」 すみません。アン

の真似をしてみたのですが似ていますか？今回はみなさんご存じの通り「赤毛のア

ン」（ルーシー・M/著)を紹介します。孤児だったアンが老兄妹のところに間違って

引き取られてからのアンの華やかで時に切なく時に美しい日常を描いた物語です。

アンの明るい性格が春の陽気にピッタリな一冊です。春休みにぜひ読んでみてはい

かがですか。           図書委員長  

📚全校クラス別最多貸出冊数  

1 位２－３ ２４５冊 

2 位３－３ １８８冊 

3 位１－２ １６０冊 

📖年間多読者（貸出冊数※５０冊以上） 
 

１位２―３ F さん９２冊 
２位３―３ I さん７２冊 
３位２―３ I さん ６８冊 
４位１―３ S さん ５４冊 

 
📖累計最多読者賞 

３―３ I さん ２９０冊 
 

☆年間５０冊以上図書を借りてくれた利用者さん

には図書委員会より、多読者賞が贈られます。 

☆この他、図書館では、累計１００冊貸出達成者、

英語多読２万語チャレンジ達成者に図書館特製グ

ッズをプレゼントしています。ぜひチャレンジして

みてください！ 

📖今年度、最も多く借りられた人気本 
1 位「こども六法」山崎聡一郎/著 

2 位「そして、バトンは渡された」瀬尾まいこ/著 

3 位「転生したらスライムだった件１上」伏瀬/著 

 

202２年度  

高中図書館ランキング 

日 曜日 開館 お知らせ 

１ 水 閉館  

２ 木 〇 昼＆放課後 

３ 金 〇 昼＆放課後 ※最終返却日 

４ 土 閉館  

５ 日 閉館  

６ 月 閉館  

７ 火 閉館  

８ 水 閉館  

９ 木 閉館  

１０ 金 〇 

昼＆放課後  

※学級文庫回収 

委員が終学活後図書館に返却 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                

 

 

 

 

  
 

１４歳からの哲学 考えるための教科書 

池田 晶子/著 

「本物を見抜ける人間になるには、 

自分が本物にならなくてはならない」 

当たり前と思っていることが、本当はどういうことなのか、

知りたくなってきたあなたに、この「哲学」本をおすすめし

ます。答えのないものを考え続けることは難しいけれど、

物事を「自分で考える」ことが、もっとあなたの人生を豊か

にし、あなたがあなたでいられる自信を与えてくれます。

どうか、悩むのではなく、考えることを心掛けてください。 

 

 

スタート・ライン    喜多川 泰/著 
「今の自分にできることで、自分の価値を判断しちゃ

いかん。5年後の自分の可能性を舐めるなよ。」 

18 歳の淡い恋とそこから変わっていく人生の物語。 

15 歳のあなたの人生もこれから少しずつ変わろうと

しています。主人公と同じように、卒業する君たちに

も素敵な「出会い」が訪れますように。 

今年度も感染対策をしながらの図書館利用にご理解とご協力をいただき、

本当にありがとうございました。今年度の貸出冊数は２６４９冊! 

昨年度※２３８１冊よりも多くの本の貸出利用がありました。 

「本は心の栄養」と言われるほど、読書は、不安やストレスを軽減し、

想像力、論理的思考力、知識や知恵、語彙表現力といった、人が人生を豊

かにする力を自然に与えてくれる魔法のアイテムです。まずは図書館で気

になった本を手に取って開いてみてください。そこから、新しい世界がき

っと広がるはずです。高野中図書館はこれからもみなさんにとってさらに

利用しやすい「読書・学習・情報センター」を目指していきます。 

新年度もたくさんのご利用、心からお待ちしています。 

                   学校司書 坪井 真穂 

最初の質問   長田弘、いせひでこ/著 講談社 

「今日、あなたは空を見上げましたか。空は遠かったですか、近かったですか。」 

この詩の絵本は美しい言葉とすべて質問でできています。 

自分の答えを考えながら読み進めると、自然と今の自分と向き合える、その先の

自分も見えてくる…そんな素敵な詩の絵本です。 


